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とりわけ5年 前の8月2日 強行採決された 「大学蓮
営臨時措置法」を教奇の帝国主羨的改編の武器として

より改悪された内容で永久化せんとする 「新人≠法」
に対しては阻止態勢をより一層強化しなければならな
い。
本学でも同学会全学区代議員選挙をはしめ、文学部

理学部で新たな闘う自治会執行都が確立されつつある
が、最縞局面を迎えた狭山差別裁判糾弾聞争と共に新
大学法粉砕は一大課題として夏休朋聞の組織化が間わ
れているだろう。(● 集部)

「臨
時
国
会
で
新
立
法

」

奥
野
文
相
が
国
立
大
学
長
会
議
で
発
言

参
院
選
を
前
に
し
て
選
挙
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
一
環
と
し
て
「教
慮
問
題
」
を

前
面
に
押
し
出
し
て
き
た
政
府
、
自
昆

党
で
あ
る
が
、
政
局
の
勧
き
は
"
参
院

選
後
μ
に
向
け
て
激
し
さ
を
加
え
、
特

に
大
学
運
営
臨
時
措
置
法
が
八
月
十
六

日
で
期
限
切
れ
に
な
る
と
い
う
局
面
を

迎
え
て
、
「新
大
学
立
法
」
上
程
へ
の

動
き
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。

ま
ず
、
新
立
法
法
化
推
避
の
旗
手
で

あ
る
奥
野
文
相
は
、
六
月
二
十
目
の
国

立
大
学
長
会
議
の
膳
上
で
、
「毎
年
王

百
件
の
内
ケ
パ
が
あ
り
、
二
、
三
百
人

の
死
傷
者
が
出
る
現
状
で
は
何
ら
か
の

立
法
が
必
要
だ
。
学
校
は
学
問
、
研
究

の
場
、
そ
う
い
う
畷
境
を
守
っ
て
ほ
し

い
、
と
い
う
趣
旨
の
も
の
を
現
行
法
に

つ
け
加
え
、
新
立
法
と
し
て
参
院
選
後

の
臨
時
国
会
に
握
出
し
た
い
」
と
述
へ

て
、
新
立
法
化
の
意
思
を
あ
ら
た
め
て

衷
朋
し
た
。
さ
ら
に
奥
野
文
相
は
、
大

学
蓮
営
に
学
生
を
参
加
さ
せ
よ
う
と
い

う
傾
向
に
厳
し
い
非
難
を
加
え
、
ま
た

教
胃
学
翫
や
教
賃
猪
成
課
程
の
大
学
教

官
が
「
特
定
の
政
治
慰
想
を
学
生
に
吹

き
込
ん
で
い
る
」
と
し
て
、
教
官
の
活

勧
を
も
批
判
し
把
。

一
方
、
田
申
首
相
は
、
二
十
二
日
の

記
者
会
見
で
、
「大
学
法
は
自
励
的
に

廃
止
さ
れ
る
法
津
で
は
な
い
。
政
府
が

臨
時
国
会
で
意
患
を
明
ら
か
に
す
れ
ば

現
行
法
は
俘
続
す
る
。
問
題
は
中
味
で

あ
る
。
教
授
の
盈
治
活
動
を
う
ん
ぬ
ん

す
る
と
か
、
学
園
の
止
常
化
の
κ
め
に

齢
則
を
設
け
る
と
か
、
あ
る
い
は
現
行

法
の
ま
ま
と
す
る
か
、
さ
ま
ざ
ま
の
手

段
が
あ
る
。
原
集
を
臨
時
国
会
に
出
し

て
お
い
て
、
あ
と
の
通
常
国
会
で
修
正

案
を
出
す
こ
と
も
で
き
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
大
学
法
を
廃
止
す
る
意
思
は
な

い
」
と
し
て
、
前
記
の
奥
野
発
書
叢

け
た
形
で
、
次
国
会
で
の
大
学
法
上
程

の
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
。

参
院
選
後
の
臨
時
国
会
は
、
院
の
構

成
な
ど
を
主
躁
題
に
一週
間
以
内
の
短

期
固
会
と
な
る
見
通
し
で
、
当
初
予
建

さ
れ
て
い
た
秋
の
臨
時
国
会
も
「首

相
外
遊
」
の
だ
め
「見
送
る
」
こ
と
は

確
定
的
で
あ
り
、
政
府
自
昆
党
内
で
も

管
理
面
を
強
化
し
た
新
立
法
上
程
の
意

思
の
固
い
奥
野
文
相
と
、
現
在
の
大
学

運
営
臨
時
措
置
法
の
単
純
延
畏
を
主
張

す
る
自
民
党
文
教
部
会
の
間
で
調
整
が

つ
い
て
い
な
い
現
状
で
は
、
新
大
学
法

の
た
め
の
長
期
臨
時
国
会
開
催
の
司
能

性
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
臨
時
措
置

法
期
限
切
れ
前
の
臨
時
国
会
で
期
限
延

長
の
決
矩
な
り
、
大
枠
の
新
大
学
法
の

提
集
な
り
を
行
な
っ
た
上
て
、
そ
の
修

正
も
含
め
た
実
質
蓄
議
は
、
十
一
月
か

ら
十
二
月
に
か
け
て
早
め
に
招
集
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
通
常
国
会
で
行
な
わ

れ
る
と
い
う
公
算
が
犬
き
い
か
、
田
中

首
柑
は
参
院
選
の
結
果
に
よ
っ
て
は
強

行
な
立
法
化
も
辞
さ
な
い
と
の
意
を
表

明
し
て
お
り
、
参
院
選
て
自
民
覚
か

「圧
勝
」
し
た
場
合
に
は

甲を
許
さ

な
い
も
の
と
な
ろ
う
。

政
府
自
民
党
は
、
参
院
選
の
攻
撃
的

争
点
に
"教
育
溜
を
あ
げ
、
七
十
年
代

中
期
の
教
育
秩
序
の
改
編
に
な
み
な
み

な
ら
ぬ
決
意
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
新

大
学
立
法
を
め
ぐ
る
一連
の
動
き
は
、

単
に
学
園
に
お
け
る
管
理
強
化
ー
学
生

教
職
賃
の
藷
活
動
へ
の
弾
圧
と
い
う
こ

と
の
み
亭
小
す
も
の
で
は
な
く
、
中
教

番
最
終
谷
申
に
基
づ
く
「嬉
三
の
教
育

改
革
」
と
名
づ
け
ら
れ
だ
戦
後
教
育
過

程
総
体
の
払
ム
飼
改
藩
へ
の
突
破
口
と

}
・
て
讐

な
い
・

汎
巽
難

鵬
離
{

蕊
手
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
見
逃

6月 下旬、奥野文粗 ・田中葭租は相次き 「新大学法
築」を滲院趣後に予定される臨時国会に提出する意思
を明らかにした.政 府・自民施は、今若費国会 におい

て、「靖国」「優生保護法」等の反人昆的譜立法を衆院
で強行採決し翻 で 「議長預かり」というク ノンヨン
をおいた上で次明国公での 「修正司決」あるいは参院

先議による立法化をもくろんでいる。さきに上呈意思
が表朋されている 「出入国払案」を含め、今秋臨隠国
会では参院選後の政府 ・自民党の一挙約政治攻勢との
対決が焦点となるであろう。
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先
の
国
会
て
成
立
が
強
行
さ
れ
κ

「筑
波
大
学
設
置
法
」
は
、
新
構
想
大

学
ー
新
学
校
体
系
の
創
出
に
よ
っ
て
、

商
等
教
育
の
帝
国
主
義
的
改
編
を
制
度

的
に
打
ち
固
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
政
府
・
総
資
本
の
死
活
を
か
け
た

高
等
教
青
の
改
編
は
、
今
や
本
格
的
執

行
段
階
に
突
入
し
て
い
る
。
「数
頭
職

法
制
化
法
」
に
よ
っ
て
、
初
中
等
教
青

に
お
け
る
管
理
運
営
強
化
を
な
し
た
取

府
自
民
党
は
、
こ
の
新
大
学
立
法
に
よ

っ
て
高
等
教
胃
の
管
理
強
化
を
な
し
切

ら
れ
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
秋

期
に
お
け
る
こ
の
新
学
立
法
粉
砕
の
戟

線
の
全
国
的
な
構
築
は
急
務
の
課
題
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
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全
学
区
の
投
票
終
わ
る

74

年

前

期

同

学

会

選

挙

立
候
補
者
全
員
信
任
さ
る

六
月
の
下
旬
は
臼
治
会
選
肇
で
閣
け

幕
れ
た
。
74
年
前
期
の
闘
う
同
学
会
確

立
に
向
け
κ
全
学
区
代
議
員
選
挙
は
21

日
か
ら
勿
日
ま
で
行
な
わ
れ
立
候
補
老

す
へ
て
が
信
任
さ
れ
た
。

今
回
の
選
挙
て
目
を
ひ
く
こ
と
は
、

一
回
生
の
積
毬
的
参
加
で
あ
り
、
期
を

同
し
く
し
て
進
行
し
つ
つ
あ
つ
た
民
青

系
の
動
き
が
一
回
生
諸
君
を
把
握
し
き

れ
な
か
っ
九
と
い
う
峯
を
踏
ま
え
る
と

彼
ら
の
後
退
に
対
す
る
明
確
な
茂
判
が

表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
回
の
代
議
員
選
挙
の
勝
利
を
踏
ま

え
、
7
月
4
日
に
執
行
部
耀
立
に
向
け

て
代
議
員
会
が
囲
か
れ
る
予
定
て
あ
る

か
、
す
で
に
数
養
都
は
夏
休
み
に
突
入

し
て
い
る
た
め
、

同
学
会
は
休
み
朋
け
の
9
月
に
向
け

て
徐
々
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
冨
え
つ
つ
あ

る
。
今
後
の
更
な
る
発
展
を
期
待
し
た

い
。な

お
、
選
挙
の
績
果
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

在
籍
数
一
一五
一
六
、
定
足
数
三
八

国

検
察
側
証
人
に

ス
パ
イ

韓

太

刀

川
・
早

川

氏

裁

判
.

恐
る
べ
き
非
常
軍
法
会
議
の
内
幕

部
を
設
置
す
る
。
審
判
部
は
次
の
七

人
の
裁
判
冨
で
構
成
す
る
。
①
裁
判

長
ー
国
卓
現
役
将
冨
ク
ラ
ス
将
校
一

人

(在
、
現
実
に
は
大
将
が
な
っ
て

い
る
)
②
法
務
士
ー
軍
法
務
官
一
人

の

③
審
判
官
11
国
車
現
役
将
官
ク
ラ
ス

将
桟
二
人
、
お
よ
び
判
事
、
検
㊨
、

ま
に
は
弁
凌
ヒ
資
格
を
角
す
る
蒋
二

人
⑤
非
常
通
軍
法
会
齢
に
、
審
判
乱
三

部
を
設
置
す
る
。
審
判
都
は
次
の
五

人
の
裁
判
官
で
構
成
す
る
。
①
裁
判

畏
11
国
軍
現
役
将
9
ク
ラ
ス
将
校
一

人

(圧
、
現
実
に
は
中
将
が
な
っ
て

い
る
〉
②
法
務
士
ー
軍
法
務
官
一
人

③
犠
判
宮
髄
国
軍
現
役
将
9
ク
ラ
ス

将
校
一
人
、お
よ
び
判
婆
、検
事
、
ま

た
は
弁
護
士
資
格
を
有
す
る
者
二
人

⑥
非
常
高
等
軍
法
会
議
と
非
常
善
通
軍

法
会
讃
に
、
そ
れ
ぞ
れ
換
察
部
を
付

設
す
る
。
各
検
察
部
の
管
轄
は
、
各

非
常
軍
法
会
藷
の
管
轄
に
準
ず
る
。

⑦
非
常
高
等
羅
法
会
晒
検
察
部
に
は
三

人
以
内
の
検
盛
甘
、
非
常
普
通
軍
法

会
凝
検
察
部
に
は
一
二
人
以
内
の
検

一

察
官
を
そ
れ
ぞ
れ
配
置
す
る
。

⑧
非
常
軍
法
会
議
検
察
官
は
、
非
常
軍

法
会
議
管
轄
事
件
に
関
し
て
、
次
の

よ
う
な
糧
阪
と
職
務
を
執
行
す
る
。

①
検
祭
庁
泓
、
刑
罫
跳
訟
法
お
よ
び

躍
法
会
議
法
に
よ
る
検
事
な
ら
び
に

軍
検
察
冨
の
樫
限
と
職
務
②
一般
お

よ
び
特
別
司
法
警
察
9
更
に
対
す
る

捜
査
指
捧
お
よ
び
監
習
③
検
事
ま
た

は
軍
検
察
冨
に
対
す
る
硬
査
協
力
の

要
求

⑨
非
常
軍
法
会
議
の
裁
判
冨
と
検
察
官

は
、
国
防
相
の
異
申
に
よ
っ
て
国
軍

現
役
将
官
と
軍
法
務
冨
の
中
か
ら
、

法
相
の
県
串
に
よ
っ
て
判
事
、
検
察

弁
護
士
の
資
格
を
有
す
る
者
の
申
か

ら
、
大
統
領
か
そ
れ
ぞ
れ
任
命
す
る

こ
の
堀
合
、
検
察
冨
は
軍
法
務
冨
と

検
事
の
中
か
ら
任
命
す
る
。

⑩
中
央
情
報
部
畏
は
非
物
5ー
む
会
譲
管

轄
事
件
の
情
報
、
捜
査
、
お
よ
び
保

安
業
務
を
園
整
、
監
督
す
る
。

⑪
こ
の
緊
急
措
置
に
規
足
さ
れ
て
い
な

い
事
項
は
、
軍
法
会
議
法
を
羅
用
す

る
。
こ
の
場
合
、
非
常
高
等
軍
法
会

議
は
国
防
省
本
部
高
等
軍
法
会
議
、

非
碧
普
通
班
法
会
議
は
国
防
省
本
部

普
通
距
法
会
議
と
み
な
す
。
た
だ
し

軍
法
会
議
法
第
=
二二
条
、
冤
二
三

八
条
、
第
二
三
九
条
お
よ
び
第
二
四

一
条
の
規
定

(
琶
、
い
ず
れ
も
拘
束

期
間
の
上
限
を
き
め
だ
も
の
)
は
準

用
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
拘
束
期
間
の

制
限
を
受
け
な
い
。

⑫
非
増
軍
法
会
議
管
鰐
事
件
に
関
す
る

逮
捕
、
拘
束
、
押
収
、
あ
る
い
は
理

査
に
あ
た
り
、
管
轄
冒
の
令
状
が
必

要
な
場
合
は
、
検
察
官
が
こ
れ
を
発

付
す
る
。

⑬
審
判
ま
た
は
擬
査
上
必
要
で
あ
る
と

三
九
、
投
票
数

」九
四
七
、
過
半
数
一

九
七
四
、
一
折
信
任
恭
二
七
四
九
、
一

活
不
信
任
釈
二
五
六
、
個
別
信
任
、
不

信
任
累
二
　
二
、
白
黒
、
持
ち
帰
り
蟹

六
Q
七
、
無
効
票
三
六

文
学
部
自
治

委
員
改
選
さ
る

文
学
部
の
学
生
自
治
組
織
で
あ
る
文

学
部
学
友
会
自
沿
員
選
挙
が
行
な
わ
れ

六
月
二
七
日
に
全
学
糾
の
結
果
が
判
朋

し
た
。

今
回
の
遡
挙
で
は
、
文
学
部
闘
争
委

員
会
が
「帝
国
主
義
の
構
造
的
危
機
垂

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
急
傾
斜
と
総
対
決
せ
よ

ー
」
を
メ
イ
ン
9
ス
ロ
ー
ガ
ノ
と
し
て

掲
げ
、
昨
年
の
竹
本
処
分
粉
砕
闘
争
を

受
け
継
ぎ
、
政
臆
に
よ
る
教
再
再
編
攻

撃
に
対
決
す
る
自
治
会
の
確
立
を
跡
え

た
。そ

れ
に
対
し
禺
管
文
学
都
全
学
連
連

絡
会
醸
は
、
自
治
運
動
の
守
る
べ
き
目

標
と
し
て
「学
習
権
」
を
ボ
す
こ
と
し

か
で
き
ず
、
闘
争
委
推
薦
候
補
に
申
傷

を
加
え
る
ζ
と
に
終
始
し
た
。

開
粟
の
結
果
、
定
数
二
五
名
の
つ
ち

闘
争
委
推
薦
候
補
が
一
九
名
当
選
し

た
。な

お
新
自
治
委
貫
に
ょ
る
最
初
の
自

京 都 大 学 新 聞(』刊1部50円)

最
近
の
紙
面
か
ら

1現
任
譲

由T

昆
丹
学
連
に
属
す
る
学
生
に
接
触
し

が
極
め
て
濃
撃
で
あ
る
。

κ
と
し
て
「大
統
領
緊
急
措
置
」
違
反

現
在
審
理
は
中
断
し
て
い
る
が
、
太

難
諜
騒
鎗
牒鞭
藷
驚
睦謎
紐
驚
舗

早
川
嘉
春
氏
、
フ
リ
ー
・ラ
イ
タ
ー
太

れ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

刀
川
正
樹
氏
の
審
判
が
六
月
十
五
日
か

朴
に
よ
る
と
事
実
士
「終
身
大
統
領

ら
開
始
さ
れ
だ
。

一
割
」
が
実
現
さ
れ
て
い
る
今
日
の
鯨
国

こ
れ
ま
で
三
回
の
劉
理
が
行
な
わ
れ
一
で
、
矢
つ
き
ぱ
や
に
出
さ
れ
た
「大
統

た
が
、
特
に
螢
二回
の
公
判
(バ
月
二

領
緊
急
措
置
」
は
、
全
く
超
憲
法
的
な

十
一日
V
に
検
察
側
舐
人
と
し
て
、
太

も
の
で
あ
り
、
さ
う
に
「緊
急
措
置
第

刀
川
氏
の
通
訳
を
務
め
だ
と
い
わ
れ
一
二
号
」
(資
料
診
照
)
に
よ
っ
て
非
諮

　

灘
騰
騨纈
驚
畿
購護
蟻簗

の
季
嘉

責
麓

曇

合
で
)
孫

壽

て
い
蓑

が
二

切
朴

太
刀
川
さ
ん
は
だ
し
か
に
、
東
・属
在
住
「独
裁
政
権
の
思
う
ま
ま
に
な
っ
て
U
ま

の
郭
東
儀
民
か
ら
"憾
国
の
学
生
ら
に

っ
た
。

協
力
、
支
援
す
る
よ
う
に
膏
わ
れ
だ
μ

こ
の
「誹
常
軍
法
会
議
」
に
は
法
治

と
語
し
て
い
だ
」
と
証
言
し
、
軍
蛮
法

国
家
で
は
信
し
ら
れ
ぬ
特
徴
が
あ
る
。

廷
は
こ
の
証
言
に
よ
っ
て
太
刀
川
氏
を

そ
の
第
一
は
、
「軍
肱
会
議
」
と
篇
え

「朝
解
総
迩
の
指
令
を
受
け
だ
名
」
と
一
は
本
来
愈
人
の
犯
罪
に
適
用
す
る
も
の

デ
ノ
チ
上
げ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
「
誹
常
」
と
い
う

こ
の
趙
と
い
う
人
物
は
、
東
暴
に
長

多

を
冠
し
て
「緊
急
措
澱
盗
及
者
で

饒
難
聾
ザ狛製
墾
雛
艘墾
ザ慧
潤誕

韓
昭C璽
莚
畑聡
監
藷
雛
㎜厭縄
鍵
難

は
「李
哲
器
と
蜘
り
合
っ
た
の
は
、
早

一
括
し
て
裁
か
れ
、
し
か
も
拘
束
期
間

川
さ
ん
で
な
く
、
趙
氏
の
紹
介
に
よ

の
丘
隈
が
な
い
こ
と
。
第
三
に
、
「
緊

る
」
と
計
3
し
て
い
る
、
に
も
か
か
わ

急
瘡
置
に
違
反
し
だ
巷
が
犯
し
た
一
切

ら
f
、
当
局
が
発
表
し
た
起
訴
状
に
は

の
犯
與
」
が
取
り
扱
わ
れ
る
だ
め
に
、

趨
の
こ
と
に
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
お
ら

憲
法
で
保
瞭
さ
れ
て
い
る
不
遡
及
の
原

ず
、
彼
が
民
酵
学
慈
と
の
接
触
を
持
ち

則
を
く
ず
す
も
の
で
あ
る
ζ
と
。

な
が
ら
、
な
お
身
の
安
全
が
保
た
れ
て

さ
ら
に
、
形
の
上
で
は
一審

(非
常

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
趙
は
当
局
に
よ
つ

瞥
通
電
法
会
議
)
、
二
密
(非
常
高
等

て
送
り
込
ま
れ
た
ス
パ
イ
で
あ
る
公
算

軍
法
会
議
)
の
あ
と
、
最
高
裁
(
大
法

院
)
ヘ
ヒ
蕊
て
き
る
こ
と
に
な
つ
て
い

る
か
、
新
懲
払
下
で
、
最
高
裁
判
長

9
以
下
の
全
裁
判
官
が
大
統
領
任
命
制

と
な
っ
た
た
め
、
雰
常
軍
法
会
議
の
判

例
を
最
高
裁
で
く
つ
が
え
す
こ
と
は
全

く
不
国
能
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
非
常
軍
ガ
会
鍍
」
と
は

別
に
、
ソ
ウ
ル
刑
事
地
裁
で
行
な
わ
れ

て
い
る
金
大
中
氏
の
猫
四
回
公
判
で
、

氏
は
公
正
な
載
判
が
期
待
で
き
ぬ
と
し

て
裁
判
冨
の
.
日避
申
し
〉
て
を
行
な
っ

た
。
氏
は
そ
の
理
田
の
主
な
も
の
と
し

て
、
一
、
こ
の
餓
判
は
朴
敗
栖
に
ょ
る

報
復
裁
判
で
は
な
い
か
、
一、
検
察
側

に
ょ
る
一
ヒ
一
人
も
の
霊
人
を
裁
判
所

が
蘇
杁
し
、
し
か
も
私
(金
氏
)
の
演

一砦

馨

し
七
テ
ウ

を
楚

す
れ
ば

証
人
の
敬
を
減
ら
ず
と
し
て
い
る
の
は

私
に
対
す
る
強
裳
で
あ
り
、
さ
ら
に
テ

ー
プ
検
証
の
席
に
K
C
I
A
が
同
席
し

て
い
る
の
に
銭
判
所
が
黙
認
し
て
い
る

ー
な
ど
を
上
げ
た
。

資

料

大
統

領
緊
急
措
買
第

二
号

①
大
統
頒
緊
急
措
置
に
違
反
し
た
考
を

器
判
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
非
常

軍
法
会
議
を
設
置
す
る
。

名

称

所

在

管
轄

非
噸
普
通
輩
法
会
澱

国
防
省

全
国

非
堂
高
等
軍
法
会
議

〃

ク

②
非
常
駆
法
会
議
は
、
大
統
領
緊
急
措

置
に
遍
反
し
た
者
が
犯
し
た
一
切
の

犯
罪
を
管
薦
、
需
判
す
る
。

③
非
常
軍
法
会
議
の
審
判
樫
は
宿
判
部

が
行
使
す
る
。

④
非
常
高
等
軍
法
会
謡
に
、
蜜
判
部
一

口
紙
上
譜
論
・
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ツ
ィ
ン
問
題

ロ
反
弾
圧
と
T

ト

ロ
徐
君
兄
弟
と
憩
国
政
治
犯

自
刑
法
改
正
1
そ
の
危
険
盤
岸
一幽
つ

ロ
急
便
↓
礪劇
戦
線

y
、定
娚
購
読
の
お
申
し
込
み
は
、
現
金
叢

ま
た
は

魂
便
振
替
(
夙
都
三
九
〇
九
)
に
て
お
願
い
し
ま
究

京
都
大

学
新
聞
社

●

2.000円

騨 脚鱒●悌

1年 聞

3。000円2年 聞
9

(〒
台
む
)

5,0GO円4年 聞

購
読
料

 酬

,

京
都
市
ム
京
区
占
田

京
都
大
学
梅
内

T
E
渇
(∩
蚤

且
)セ
ハ
一
-
二
〇
瓦
四

雛
盤
灘
黙
響
拓蕪
配
兎

理学部

共
圃
会
議
が
多
数
派

理
学
都
七
四
年
前
期
自
治
選
挙
が
、

六
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
九
日
に
か
け

て
行
わ
れ
、
理
学
部
共
闘
会
議
(S
共

闘
)
系
候
嬉
十
名
が
全
殴
当
選
し
て
、

十
五
名
中
の
%
を
占
め
、
圧
勝
し
た
。

S
共
闘
系
候
補
は
「
七
三
年
六
月
確

立
さ
れ
た
」
⊃
理
学
部
自
治
会
を
史
に

強
化
し
、
新
大
管
法
粉
砕
へ
不
抜
の
戦

闘
配
置
を
∬
ち
固
め
よ
ー
」
と
し
て
、

参
院
選
後
に
争
想
さ
れ
る
新
大
管
法
の

粉
砕
と
、
そ
の
京
大
に
於
け
る
先
取
り

実
質
化
の
粉
砕
を
メ
イ
ン
に
訴
凡
、
理

学
都
全
学
赴
連
絡
会
議

(s
窒
感
)
兼

候
補
は
、
「
民
主
的
」
自
治
会
樽
建
を

メ
イ
ン
に
訴
え
た
。

投
票
は
か
な
り
低
調
で
あ
つ
た
が
、

定
足
数
三
六
〇
を
越
冗
る
四
〇
二
の
投

票
数
を
も
つ
て
、
七
四
年
度
自
治
会
選

は
成
猛
し
た
。
そ
の
絃
果
、
S
集
闘
系

十
名
、
S
全
煙
系
五
名
で
評
讃
会
が
構

成
さ
れ
、
七
月
}日
の
第
一
回
評
議
会

新
大
管
法
粉
砕
へ

で
前
期
執
行
部
が
確
立
さ
れ
た
。

理
学
都
で
は
、
現
在
、
一臨
時
職
員

に
対
す
る
戸
籍
提
出
強
蔑
糾
弾
が
進
め

り
れ
て
お
り
、
S
共
闘
系
執
行
部
は
κ

だ
ち
に
こ
れ
に
取
り
組
ん
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

18
「
自
治
」
ソ
ン
ポ
開

か
る

6

躍
め
ら
れ
る
場
含
、
裁
判
長
は
被
告

人
に
対
し
、
ま
た
検
察
官
は
被
疑
者

に
対
し
て
、
適
当
な
条
件
を
つ
け
る

か
、
あ
る
い
は
鑑
裂
者
を
っ
け
て
肩

院
、
住
屠
、
そ
の
他
一
定
の
場
所
に

居
往
す
る
よ
う
、
柱
居
の
制
限
を
命

ず
る
ζ
ζ
が
て
き
る
。
こ
の
住
居
制

限
令
に
逓
反
し
た
誉
は
上
年
以
下
の

懲
役
に
処
す
る
。

⑭
非
常
侮
等
軍
法
会
議
管
轄
は
、
法
相

と
協
議
し
て
非
常
軍
法
会
接
の
内
規

お
よ
び
事
移
処
理
に
関
す
る
扇
項
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑮
高
裁
ま
κ
は
地
裁
は
、
当
該
所
に
係

留
申
の
大
統
題
緊
急
措
置
遼
反
者
の

刑
事
事
件
を
、
当
該
裁
判
所
に
対
応

す
る
審
級
の
非
常
軍
法
会
激
に
移
送

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

⑯
こ
の
緊
急
措
贋
は
一
九
七
四
年
一
月

八
日
一
七
時
を
朋
し
て
施
行
す
る
。

教
養
都
代
譲
鎮
大
会
に
お
い
て
つ
ち

出
さ
れ
た
敦
養
部
自
治
会
再
建
に
向
け

て
、
六
月
十
八
日
、
「自
治
及
び
自
治

会
に
つ
い
て
」
と
題
す
Q
ノ
ン
ポ
ノ
ウ

ム
か
約
わ
れ
た
。
主
催
は
あ
た
り
前
の

自
沿
運
動
を
す
す
め
る
会
て
、
会
場
に

は
、
各
学
部
自
治
蚕
員
会
て
、
会
場
に

は
、
各
大
学
部
自
治
委
鎚
、
学
生
大
衆

及
び
教
9
が
集
ま
っ
κ
。
ま
ず
、
レ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
同
学
会
中
執
よ
り
「ポ

ソ
ダ
ム
自
治
会
、
全
共
闘
、
同
学
会
」

と
い
う
話
が
あ
り
、
自
治
11
自
治
会
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
、
教
養
部
自
治
会

選
考
時
の
戸
籍
提
出
廃
止
を
確
認

〈
6
・27
化
学
教
室
主
任
1
7
・2
理
学
部
長
団
交
〉

七
月
二
日
、
理
学
部
当
局
の
臨
時
職

餓
へ
の
戸
讐
提
出
強
飲
差
別
譲
件
糾
弾

の
灘
理
学
部
当
勘
団
交
が
六
月
二
七
日

に
ひ
き
つ
づ
き
行
わ
れ
、
当
局
は
先
に

職
員
倉
志
、
理
学
都
芙
闘
会
議
、
狭
山

一
全
学
夫
行
委
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
「統

一
3
項
目
装
求
」
へ
の
回
答
と
し
て

「確
認
麿
」

「理
学
都
に
お
い
て
は
、
職
員
の
選

考
時
に
定
員
丙
定
員
外
を
間
わ
ず
戸
籍

抄
本

(謄
本
)
を
と
り
ま
せ
ん
や

都
長
発
令
、
総
長
発
令
に
つ
い
て
は

発
令
時
に
お
い
て
も
本
籍
を
確
謂
し
ま

せ
ん
。

臨
時
作
業
員
多
数
が
被
ば
く

ー
予
知
さ
れ
て
い
た
危
険
性
ー

福
丹
梨

万
郡
丈
浜
町
の
闘
西
電
力

美
浜
一
号
炉
冷
却
水
パ
イ
プ
内
て
作
賞

し
て
い
た
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
岡
山
大
学

生
七
人
が
、
最
間
=
一=
○
再」
レ
ム
の

放
射
能
を
浴
び
て
い
だ
こ
と
が
、
先
月

二
十
八
日
、
岡
山
大
学
の
「
伊
方
厭
発

粉
砕
労
共
闘
会
議
」
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
。

一月
か
ら
二
月
の
三
か
月
間
に
点

検
作
業
な
ど
に
従
事
し
た
下
請
け
作

業
員
約
三
臼
人
の
う
ち
、
四
〇
〇
メ
レ

ム
ー
=
㌫
Q
Q
メ
レ
ム
被
は
く
し
た
も

の
が
穏
二
十
四
人
、
一
二
Q
O
黒リレ
ム

⊥
二Q
Q
Q
芦
レ
ム
の
被
は
く
し
に
齢

の
が
十
三
人
、
被
ば
く
量
の
鮫
高
は
一

七
二
九
ノ
レ
ム
だ
っ
に
。

放
射
由
の
盛
"議
は
、
一
心
年
間
ご

五
Q
Q
Q
ノ
レ
ム
ま
⊂
と
さ
れ
て
い
る

関
電

美
浜

原

子
炉

で

が
、
許
吾
量
と
い
う
概
念
は
、
そ
も
そ

も
放
射
忽
を
愛
け
る
こ
と
に
よ
る
利
益

と
不
利
益
と
の
均
衡
と
の
上
に
成
り
立

つ
も
の
で
あ
り
、
健
常
人
に
と
っ
て
は

放
射
線
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
利
益
は

な
い
か
ら
、
許
容
量
と
い
う
概
念
そ
の

も
の
が
成
り
M
に
ず
、
許
容
量
は
○
で

あ
る
と
い
う
考
え
が
一
般
的
に
な
り
つ

っ
あ
る
。
ま
だ
放
射
線
の
遣
伝
チ
へ
の

影
響
な
ど
は
ま
だ
閉
確
に
な
2
て
お
ら

ず
、
た
と
え
少
量
の
被
ば
く
で
も
問
題

は
盛
大
で
あ
る
.
(許
容
滋
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
本
紙
上
月
六
日
号
二
面
参

照
)
放
射
線
の
閥
題
は
、
原
チ
刀
発
融

の
問
題
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
北
ス

理
字
部
や
放
射
綴
医
学
聡
台
研
究
所
の

被
ば
く
拝
威
そ
の
他
に
み
ら
れ
る
よ
う

額

運
の
ず
さ
ん
ご
鶴

警

弩

て
い
る
。

原
子
炉
で
の
作
業
時
に
お
け
る
作
業

員
の
被
は
く
の
問
慰
、
特
に
そ
の
作
業

に
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
や
臨
時
労
働
者
が

使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先
月
二
十

二
日
鼠
大
工
学
部
で
行
な
わ
れ
た
玉
浜

原
発
を
め
く
っ
て
の
討
冶
会
で
も
す
て

に
問
題
に
さ
れ
て
い
た
。

「
作
燧
に
小
な
れ
な
臨
時
の
作
業
貢

か
作
業
す
る
厄
険
性
も
問
題
で
あ
る
だ

け
て
な
く
、
た
と
'へ
一
回
の
作
業
で
受

け
る
放
射
壇
か
あ
ま
り
多
く
な
く
て
も

同
し
覚
働
者
か
あ
ち
こ
ち
の
臥
子
炉
で

臨
時
的
に
作
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被

ば
く
触
の
面
臓
か
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と

か
わ
こ
っ
て
お
り
、
危
険
か
倍
加
さ
れ

て
い
る
」
と
の
摺
摘
が
打
な
わ
れ
た
。

完
全
撤
廃

へ
前
進
か
ち
と
る

理
学
那
長

し
た
。

森

主
[

」
を
提
出

二
七
日
の
対
当
局
団
交
に
お
い
て
は

丸
山
化
学
主
任
の
臨
時
職
蝋
歯
川
さ
ん

に
対
す
る
「
こ
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で

せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
の
か
し
κ
く

な
い
で
す
ね

」
と
い
う
発
昌
か
都
落

差
別
を
温
稔
助
長
し
、
都
落
差
別
と
闘

え
な
い
臨
職
闘
争
を
つ
く
ら
ん
と
す
る

も
の
で
あ
る
と
馬
、
丸
山
主
任
の
自
己

批
判
を
決
め
た
が
「
み
な
さ
ん
に
し
か

ら
れ
る
か
ら

」
と
口
を
つ
く
ん
だ
ま

ま
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
二
丸
日
ま
て
に
丸
山
主
任
は

真
意
を
述
へ
、
森
理
学
部
長
は
「三
項

目
妥
求
」
に
回
答
を
小
す
と
い
う
こ
と

で
七
月
二
日
の
対
理
学
恥
団
交
に
ひ
き

つ
づ
け
ら
れ
κ
。

し
か
し
、
二
日
、
一小
さ
れ
た
「三
項

目
回
答
」
「
化
学
数
至
主
任
見
解
」
と

も
に
「遣
惚
で
あ
る
」
「認
識
が
欠
け

て
い
だ
」
と
い
う
言
菓
に
端
的
に
爪
さ

れ
る
よ
う
な
、
対
応
し
か
な
さ
な
か
っ

τ
そ
し
て
、
粥
3
項
に
お
い
て
は
ど
こ

ま
で
技
術
的
に
司
能
か
、
と
い
う
論
議

に
終
始
し
、
丸
山
発
己
に
み
ら
れ
た
よ

う
な
「
も
め
こ
と
を
起
こ
し
た
く
な
い

ー

」
と
い
う
発
想
が
七
月
二
日
の
時

点
て
も
根
底
に
あ
る
こ
と
は
明
り
か
で

あ
っ
た
。

第
コ
、
2
玖
の
回
答
が
告
局
の
鞭
任

あ
る
自
d
難

」す
る
な
ら
、
∬
別
の

根
拠
、
武
器
で
あ
る
戸
籍
提
出
制
元
全

撤
廃
へ
の
姿
勢
は
必
然
ζ
あ
る
`
し
て

坦求
が
す
す
め
ら
れ
た
。

定
k
外
臓
員
を
採
用
す
る
の
か
、
部

、、の
繊
重
に
よ
る
の
㌔
り
、
ま
'
、
躍

〆
陣k
こ
ζ
も
、
ご
き
勺
こ
と
ひ.
.
「虹

内
外
を
問
わ
ず
選
考
時
に
は
、
参
無
耀

課
制
を
や
め
る
こ
と
、
定
鍵
外
職
員
に

は
、
国
公
法
一一ハ
条

(欠
格
莱
項
)
か

適
思
さ
れ
ず
、
部
長
な
ど
の
裁
鍛
に
よ

っ
て
い
る
の
た
か
ら
同
様
に
本
籍
確
詔

制
を
撤
廃
す
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
た
。

こ
う
し
た
七
月
二
日
の
対
理
学
郁
当

局
団
交
の
成
果
を
ふ
衷
え
、
更
に
三
項

目
農
求
貰
徹
を
か
か
げ
、
残
さ
れ
た
定

員
内
職
員
の
発
令
時
、
及
び
学
生
の

入
学
時
の
一
切
の
戸
籍
砂
(謄
)
本
、

本
籍
地
碓
認
制
度
を
冗
全
融
潴
を
か
ち

と
る
κ
め
に
職
虹
有
志
、
理
学
乱
ス
闘

会
議
、
狭
山
全
学
実
行
委
は
、
今
後
、

闘
い
を
汐
化
せ
ん
と
し
て
い
Φ
。

七
月
=
目
に
配
ら
れ
た
回
答

六
月
卜
百
11
の
統
一
豊
求
に
つ
い
て

一
、
就
職
時
、
入
学
時
の
戸
笛
ル
ふ

(鵬
本
)
の
麗
出
か
ど
う
い
う
愈
味
を

も
っ
て
い
Φ
の
か
見
解
を
明
り
か
に
せ

よ
。t

l
こ
の
⊂
ご
に
つ
い
ご
は
即
に
過

去

一回
の
説
朋
会
の
縫
過
を
通
し
、
ま

た
遅
学
部
広
報
61
号
所
載
の
ん
事
及
び

六
月
二
四
日
の
記
録
の
中
で
則
り
か
に

し
て
き
κ
つ
も
り
で
あ
る
か
、
4(よ
る

に
意
醸
す
る
と
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず

被
モ
別
都
落
民
の
人
々
を
就
職
、
入
学

か
ら
非
紛
す
る
結
巣
を
生
ず
O
と
い
う

こ
ご
で
あ
る
。

一
二
、
今
回
期
ら
か
に
さ
れ
た
様
に
S
当

局
か
入
学
時
、
職
寅
採
用
時
に
μ
篤
提

出
制
を
品
存
さ
せ
ζ
い
た
こ
こ
ノ
}』
]

鋤
判
せ
よ
。

1
1
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ー
晶

1
、
の
答
え
に
あ
る
よ
う
な
こ
と
の
認

織
を
欠
も
た
状
態
て
、
沃
規
の
允
足
蛍

譲
圃騨
雛
羅
巽

た
今
回
化
学
教
室
で
起
こ
っ
た
事
態
に

関
し
て
は
、
定
鐵
外
職
員
の
対
遇
改
善

実
施
と
戸
鰯
抄
本
提
出
拒
否
を
二
者
択

一
の
形
で
定
以
外
職
員
に
求
め
る
結
果

と
な
り
、
臨
職
闘
争
と
乱
落
淫
別
徹
廃

圃
争
と
の
紺
立
に
導
く
結
果
を
起
こ
し

た
こ
と
は
冊
磁
て
あ
つ
た
。

三
、
今
後
理
学
部
に
お
い
て
住
所
力
i

ド
を
は
し
め
と
す
る
全
て
の
壽
類
か
ら

広
薪
記
載
欄
を
妹
消
せ
よ
、
又
、
採
用

ぶ
粟
と
し
て
の
戸
窟
髭
出
を
足
員
内
定

員
外
を
間
わ
ず
不
用
と
し
、
本
癬
碓
認

制
度
を
徹
廃
せ
よ
、

ー

今
す
く
で
き
る
も
の
、
学
上
試

験
含
格
曹
、
同
見
込
説
財
督
等
以
下
十

一
二
点
に
つ
い
て
略
。

化
学
教
室
主
任
見
解

(穴
・
二
九
)

一
、
て
ん
な
些
細
な
こ
と
で
発
令
時
期

を
延
ば
し
た
く
な
い
、
と
い
う
発
.日に

つ
い
て

占
川
さ
ん
に
対
し
て
主
任
か
述
へ
だ

こ
の
発
.目は
笑
際
上
の
届
用
者
側
か
ら

す
る
月
魅
膨
ム
提
出
の
女
よ
が
容
観
的

に
差
別
苓
助
長
す
る
も
の
て
あ
る
こ
と

の
認
識
か
欠
け
て
い
た
こ
と
を
認
め

る
。
ま
た
発
告
隔
期
を
延
ば
し
だ
く
な

い
と
い
つ
発
ぼ
結
果
的
に
抄
本
提
出

亀
絶
か
総
長
発
令
か
の
二
者
択
一
を
求

め
る
よ
う
な
積
果
と
な
り
洗
落
解
放
闘

争
と
の
方
断
に
つ
な
か
る
こ
と
の
認
職

か
欠
け
て
い
だ
こ
ζ
を
認
め
る
。

二
、

略お
知
ら
せ

夏
休
み
に
什
い
、
G
・
・、月
の

ム
紙
は
次
の
予
定
で
発
σ
し
ま
'

の
で
御
了
承
下
さ
い
。

▼晶
廿醐

弓へ幽
翻
に)

▼晶
二翫
励隔
溺
日)

▼
八
月
五
日
ち

休
刊

▼韓

九
罷

獣

日)

▼賄
賄
㌔(廟
逸

=

蓼

置

暫

再
建
で
は
な
く
教
饗
都
再
建
て
あ
る
と

い
う
こ
と
な
ど
か
討
論
さ
れ
た
。
そ
の

他
オ
リ
エ
ン
テ
ー
ノ
ヨ
ン
裏
打
委
よ
り

「文
化
と
自
治
」
、
一兀
同
≠
会
蚕
員
長

八
島
君
よ
り
「
タ
イ
の
学
午
蓮
動
と
自

治
」
と
題
す
る
詰
が
あ
っ
た
。

ー

了
夏
休
み
か
や
つ

て
き
ま
し
た
。
つ

い
で
に
、
夏
も
や

っ
て
き
ま
し
た
。

セ
ミ
の
声
も
、
聞
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
梅
雨
も
未
練
が
ま
し
く
店
っ
て

い
る
の
で
、
ム
ン
居
い
毎
目
で
f
。

北
海
道
は
さ
ぞ
や
眠
し
い
て
し
、、う

ね
。
源
を
求
め
て
北
梅
道
旅
亡
を
少

る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
▼
と
こ
ろ
か

そ
の
北
海
道
の
ま
ん
中
あ
た
り
の
然

別
と
い
う
所
で
、
遍
撃
砲
と
や
つ
が

暴
発
し
て
、
6
人
の
人
闘
か
免
ん
だ

と
か
。
自
衛
隊
の
射
拳
訓
礫
麟
長
負

で
の
事
欲
。
迫
黙
砲
と
い
う
の
は
、

爆
発
す
る
と
二
Q
炉
半
径
内
に
い
る

人
間
の
半
分
が
死
ん
で
し
ま
⊃
r(器

で
す
が
、
今
回
も
大
し
た
敷
力
を
発

揮
し
た
わ
け
で
、
こ
れ
で
臼
衛
隊
実

亜
訓
陳
凄
故
の
鮫
尚
記
録
を
作
b
ま

し
た
。
気
の
毒
硅
ハ
人
の
隊
恒
さ
ん

は
　
階
級
昇
進
さ
れ
る
そ
つ
な
、
い

つ
聞
い
て
も
や
り
き
れ
な
い
"
が
し

ま
す
▼
活
は
兵
庫
に
移
り
ま
9
争
、

こ
ち
ら
の
自
衛
隊
は
、
小
銃
や
機
闘

銃
で
完
全
武
象
し
て
夜
中
の
衡
を
σ

進
し
た
そ
う
で
す
。
小
銑
や
機
関
銃

は
迫
畢
砲
よ
り
も
少
し
ぽ
以
ろ
レ
く

な
い
と
で
も
い
う
の
か
な
.
艮
の
饗

苦
し
い
夜
を
軍
靴
で
起
こ
き
れ
人
ま

戦
前
の
戴
隊
を
思
い
出
し
t
と
か
。

自
衛
隊
と
い
う
の
は
、
ど
ん
ご
ん
う

っ
と
お
し
い
存
仔
に
な
っ
て
い
き
ま

す
▼
次
の
46
が
放
射
宙
と
い
え
ば
、

核
兵
器
を
建
想
し
そ
う
だ
か
、
そ
ん

な
大
げ
さ
な
も
の
で
は
な
く
て
も

最
近
相
つ
い
で
、
被
は
く
事
故
が

起
っ
て
い
ま
す
。
放
射
脂
医
デ
総
Aユ

研
究
所
、
美
浜
原
子
力
発
瀧
所
、
東

北
大
原
子
核
研
究
所
、
研
究
別
内
の

旙
設
、
機
械
の
不
備
は
大
い
に
k
胃

す
へ
き
だ
が
、
放
引
能
目
体
の
女
野

性
が
ち
っ
と
も
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
の
に
、
適
当
に
費
盆

準
な
こ
七

こ
し
ら
え
る
神
経
の
カ
を
反
百
し
て

も
ら
い
た
い
。
こ
の
安
全
八
準
ギ
リ

ギ
リ
を
も
っ
て
働
か
さ
れ
こ
い
る
労

働
落
も
い
る
の
だ
▼
そ
し
て
、
泌
射

能
は
知
ら
な
い
剛
に
、
我
へ
の
甘
」

に
姐
つ
て
い
る
。
例
え
ば
医
燈
の
名

を
借
り
て
、
R
I
と
か
目の
透
視
な

ど
で
、
我
凝
は
慨
実
に
放
揃
能
か
あ

び
る
こ
と
に
な
る
。
な
く
て
も
い
い

も
の
を
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

に
し
て
し
ま
う
現
代
の
"便
剥
さ
"

が
、
危
険
を
忘
れ
さ
せ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
▼
腎
い
嵐
に
は

丞
不
足
も
届
る
だ
ろ
う
。
そ
う
づ
れ

ば
雌
力
不
足
に
な
っ
て
、
お
お
っ
ひ

ら
に
鳳
∫
力
発
雌
所
が
活
躍
ザ
る
だ

ろ
う
。
そ
し
て
仔
望
の
咽
か
降
っ
た

う
、
も
し
か
し
た
う
そ
れ
は
、
放
射

能
の
鯛
か
も
し
れ
な
い
▼
颪
に
ふ
さ

わ
し
く
、
冨
く
る
し
い
ろ
題
ば
か
り

で
し
κ
。
ほ
ん
と
に
趣
の
中
、
冨
く

る
し
い
。
さ
っ
と
属

風
さ
っ
と
味

か
な
い
か
な
。
(O
)
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今

潜

田

行

中

・翻

修

著

定
.渦

=
二
〇
〇
円

潜
行
し
て
二
年
余
!
そ
の
地
下
水
道
の

す

へ
て
を
!
地
下
戦
線
硅
第
三
世
界
の

構
築

へ
む
け
て
の
思
索
と
自
己
形
成
の

過

程
を

い
ま
こ

こ
に
語

る

!

"再
会

"
を

期

し

て
綴

る
地
下

か
ら

の
ラ
ブ

レ
タ
ー

・
好
評
発
売
中
!
増
刷
出
来

ソ
ヴ

ィ
エ
ト
労
働

組
合

史

ア
イ
ザ

ッ
ク

・
ド

イ
ッ
チ
ャ
ー
著

序

円
六
版

-
つ
頁

予
価

八
u
O
b

労
働
組
合
運
動
史
研
究
会
訳

著
名
な
ロ
ン
ア
研
究
家
ド
イ

ッ
チ

ヤ
ー
の

一
九
世
紀
未
か
ら

・
九
四
〇
年
代
ま
で
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
労

働
組
合
運
動
史
。

一

八
月

一
〇
日
発
行
予
定
▼

曹
,

一
層
冒幽曹,
,

一F幽一願■噛

■曽一
一8

出
早
春
季
号

通
巻
14
量

●
特
集

現
代
マ
ル
ク
ス
主
義
批
判
総
集

ー

マ
ル
ク

ス
主
義

の
現
実
的

課
題

謡
そ
の
他
諸
論
又

塩
見
孝
也
/
榎
原
均
/
坂
ロ
弘
/
田
村
新
二

/
太
田
竜

好
評
発
売
中
!

五
八
〇
円

〒
五
〇
円

序

章

社

齪舵
鉾
駆
靱
翫
鞍
弔穀
瀦

,

」

、
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、
鵡

、鑑

縞

屡

沢
崎
さ
ん
の
自
由
を

■

と

h
ソ
も

ど

す

会

　

電
ん
は
、
西
冨
宙
の
児
童

(
皆

)

福
祉
施
設
、
甲
山
学
園
で

く

起
っ
た
二
人
の
園
児
の
殺

害
凄
件
に
つ
い
て
御
俘
知
だ
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
扇
件
に
お
い
て
兵
庫
県
警

が
一
人
の
保
母
、
沢
崎
悦
子
さ
ん
を
殺

人
犯
に
デ
ッ
チ
上
げ
ま
し
た
。

私
は
こ
ζ
で
、
沢
崎
悦
子
さ
ん
の
自

由
を
と
り
も
ど
す
会
と
し
て
、
沢
簡
さ

ん
の
潔
白
を
習
さ
ん
に
餌
え
、
皆
さ
ん

方
の
御
支
擾
を
翫
え
だ
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
圓
隠
に
、
こ
こ
で
留
さ
ん
方
の

署
名
と
カ
ン
パ
を
お
口
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
、
窟
府
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
霧

来

さ
せ
る
迄
め
に
、
労
僧
逗
駒
そ
弾
圧

し
、
敏
青
を
醐
圧
し
、
そ
し
て
、
刑
法

毒

し
ょ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。
国

家
梱
力
の
反
勘
は
あ
ら
ゆ
る
所
に
あ
ら

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

最
も
そ
の
反
動
が
顕
誓
に
現
わ
れ
て

い
る
の
が
、
こ
の
窺
罪
事
件
て
は
な
い

か
と
私
は
恩
う
の
で
す
。

富
曇
当
局
が
「怪
し
い
」
と
睨
ん
だ

者
は
な
に
が
な
ん
で
あ
れ
「
怪
し
い
」

の
で
あ
り
、
何
も
悪
い
こ
と
遊
し
て
い

な
く
て
も
殺
人
犯
に
さ
れ
る
の
が
、
今

の
警
察
の
や
り
方
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
今
ま
馨

察
と
は
、
箸
干
の

つ
き
合
い
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
デ
モ

な
ど
で
規
旬
を
さ
れ
る
と
い
う
警
察
権

力
の
恐
し
さ
と
は
、
く
ら
へ
も
の
に
な

ら
な
い
憩
し
さ
を
、
今
度
の
沢
隔
さ
ん

の
事
件
で
籔
し
把
わ
け
で
あ
り
ま
す
.

六
月
十
二
日
に
髭
櫛
で
無
顔
判
決
が

下
り
ま
し
た
「五
児
三
人
般
し
」
、

あ
る
い
は
、
解
放
同
盟
が
全
力
姦

"げ

て
閲
っ
ζ
い
る
狭
山
審
件
と
酷
似
し
κ

デ
ノ
チ
上
げ
事
件
が
、
「綱
神
薄
弱
児

施
設
」
と
児
童
福
祉
法
で
規
定
さ
れ
て

い
る
西
宮
市
の
法
人
施
設
て
あ
る
甲
山

学
園
で
起
っ
だ
の
で
す
。

の
璽

警

の
反
動
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る

反
励
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
国
家
描

力
が
、
一
人
の
保
母
を
扶
殺
し
よ
う
と

し
た
の
が
、
こ
の
事
件
で
あ
り
ま
す
。

の

こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
経
過
垂

口

し
.
皆
さ
ん
の
御
寒
援
を
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
の
後
に
、
本
人
の
沢
簡
悦
子
さ
ん

が
皆
さ
ん
に
支
援
を
努
ん
ま
す
。

　

ず
耶
件
の
純
過
で
す
け
ど

7

ま
す
が
1

私
と
沢
鷲
悦
子
さ
ん
は
当

直
で
あ
り
ま
し
κ
.

タ
食
を
子
供
違
に
食
ぺ
さ
せ
る
た
め

に
、
沢
燭
さ
ん
は
夕
食
の
用
意
を
し

て
、
出
来
上
っ
た
の
で
子
供
達
そ
桀
め

ま
し
κ
。

と
こ
ろ
が
、
一
人
の
女
の
子
、
溝
畑

み
つ
子
ち
ゃ
ん
と
い
う
子
供
が
見
当
ら

な
い
。
こ
の
子
は
一
人
で
園
外
に
出
る

よ
う
な
子
供
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

図
内
に
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
`
と
で
沢

簡
さ
ん
は
硬
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ど

こ
に
も
い
な
い
の
で
、
私
に
、
残
つ
た

子
供
に
タ
食
を
食
べ
さ
せ
る
毒
づ
に
と

(
ま

)
も
、
三
月
の
宅

日
、
-

頼
ん
で
、
外
に
裁

し
に
行
是

の
で

く

ー
こ
れ
は
日
随
臼
で
あ
り

あ
り
ま
す
が
、
外
に
も
見
つ
か
ら
な
か

oo噌 陣oのP一
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こ
こ
に
報
告
中
の
「
6
・

15
集
会
」
は
、
六
百
名
の
参

加
者
、
四
卜
名
を
こ
え
る
各

闇
争
領
域
か
ら
の
発
8
と
い

う
点
で
交
流
集
会
と
し
て
は

圃
関
的
規
榛
の
も
の
で
あ
⊃

た
。刑

法
改
懸
が
こ
の
祉
会
に

お
け
る
あ
ら
ゆ
る
闘
い
に
の

し
か
か
る
も
の
で
あ
る
以

る
闘
い

回2第

は
極
め
て
多
様
な
額
域
・
内

容
を
毬
む
こ
と
は
必
童
で
あ

る
が
、
今
復
、
こ
の
災
会
で

の
「交
流
」
を
さ
ら
に
深
め

鴇蒔
に
麗
う
伸
聞
の
新
た
な

連
合
を
生
み
醍
し
て
い
く
ζ

と
が
、
刑
払
改
葱
阻
止
・
保

安
処
分
新
鯉
阻
止
の
た
た
か

い
の
前
進
の
力
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

(編
集
部
)

脚O●O●Q●O⑩Q●Q-Q●`

 

O

-

O

曾
O

曾
0

8

酷留
O

@
O

昌
血

っ
た
.
と
い
つ
こ
と
で
急
い
で
全
験

員
を
召
集
し
、
著
察
に
依
頼
し
て
捜
索

を
始
め
κ
わ
け
で
す
が
、
そ
の
日
は
夜

一
時
ま
で
捜
し
ま
し
た
が
、
み
つ
子
ち

ゃ
ん
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

モ
の
目
は
だ
い
へ
ん
寒
か
っ
た
の

で
、
万
が
}外
に
出
て
ー

甲
山
学
園

は
、
甲
山
と
い
う
西
酪
帝
の
ノ
ン
ボ
ル

と
し
て
い
O
山
の
北
の
痴
に
あ
る
わ
け

で
す
が
、
そ
の
辺
は
森
蘂

で
す
の

て
表

に
迷
い
込
ん
で
いて
は
大

変
な
こ
と
に
な
る
と
い
つ
ζ
と
℃
、
翌

警
察
の
強
引
な
デ

そ
し
て
警
繋
は
、
あ
る
日
突
然
-

本
当
に
突
然
の
こ
と
て
す
が
、
四
月
七

日
i

保
護
者
会
で
、
ー

、
こ
の
二

人
の
子
供
が
浄
化
擢
で
死
ん
だ
と
い
う

ζ
と
は
、
私
だ
ち
学
開
の
職
員
の
全
都

に
責
任
か
あ
り
、
今
後
、
薪
し
い
気
詩

ち
で
学
園
を
建
設
し
て
ゆ
か
な
け
れ
は

な
ら
な
い
、
と
誓
っ
て
、
保
凝
者
に
そ

の
こ
と
の
塞

ぜ
求
め
る
は
ず
の
保
課

考
会
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
か
r

ー
モ
こ
に
出
席
し
て
い
た
沢
蘭
さ
ん
を

呼
ぴ
韻
し
て
、
蓄
蟹
は
逮
捕
状
も
見
せ

な
い
ま
ま
、
ま
に
、
連
摘
状
に
書
い
て

あ
④
要
旨
ド毎
悶わ
な
い
ま
ま
、
沢
崎
さ

ツ

十
八
日
も
朝
早
く
六
時
か
ら
捜
禦
に
か

か
り
、
十
二
爵
位
ま
で
理
索
し
だ
わ
け

で
す
か
、
そ
の
日
も
、
残
念
な
が
ら
見

つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
十
八
・
†
兀
日
と
、
機
勘

隊
、
衛
察
犬
を
勧
員
し
て
笈
し
た
の
で

す
が
見
つ
か
ら
ず
、
†
乃
の
ダ
方
、
沢

簡
さ
ん
と
私
、
そ
れ
か
ら
醜
の
園
長
と

多
田
さ
ん
と
い
う
保
母
さ
ん
の
四
人
が

殖
っ
て
、
今
ま
で
の
理
索
の
ま
と
め
を

し
な
け
れ
ば
、
今
後
の
捜
索
が
効
果
的

に
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
こ
て
つ
し

チ
上
げ

て
お
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に

ま
た
、
一人
の
男
の
子
が
い
な
く
な
っ

だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
こ
れ
は

大
変
だ
と
い
う
こ
と
て
、
ま
た
、
全
職

員
を
動
鋭
し
、
警
察
に
逐
絡
を
と
り
、

捜
索
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
緒
果
、

私
と
ボ
イ
フ
ー
マ
ン
が
、
甲
山
学
園
の

中
に
あ
る
浄
化
摺
を
も
の
ほ
し
筆
で
つ

つ
い
て
探
し
た
結
果
、
非
常
に
瓶
念
な

ζ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
1

子
供
の
命

を
守
る
へ
き
学
園
と
し
て
残
念
な
ζ
と

に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
I
l
二
人
の
子

供
が
死
体
で
発
見
さ
れ
ま
し
だ
。

兵
雌
県
警
は
こ
れ
を
す
く
に
殺
人
事

件
と
し
て
断
定
し
、
十
七
、
十
九
日
の

両
日
に
動
務
し
て
い
た
職
員
を
、
怪
し

い
と
睨
ん
で
徹
底
的
に
謂
へ
上
げ
ま
し

た
。私

、
沢
崎
さ
ん
を
含
ん
で
何
人
か
の

醸
員
が
事
情
興
取
を
徽
底
的
に
さ
れ
て

1

一
日
八
詩
聞
、
あ
る
い
は
十
時
間

に
及
ぷ
事
憶
職
取
を
さ
れ
て
ー
ー
警
察

の
捜
査
に
「薯

を
し
九
わ
け
ζ
す
。

背
後
に
県
当
局
の
施
設
潰
し
の
企
み

ん
を
緊
急
に
雌
捕
し
た
の
」
あ
り
ま

す
。後

で
麗
き
ま
す
と
、
「通
常
選
捕
の

緊
急
執
行
」
だ
と
い
う
⊂
と
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
こ
で
現
に
働
い
て
い
る
人
に

対
し
て
、
緊
急
執
行
～

泥
棒
が
裏
口

で
出
て
い
く
こ
と
を
つ
か
ま
え
る
湯
合

に
し
か
用
い
て
は
な
ら
ぬ
は
ず
の
緊
急

執
行
ー

を
し
て
、
逮
捕
し
た
わ
け
で

す
。モ

の
時
に
、
私
た
ち
全
職
黄
と
、
そ

こ
に
出
席
し
て
い
た
保
護
者
は
、
聾
察

の
庫
を
飢
囲
し
、
車
約
二
十
台
で
バ
リ

ケ
ー
ド
を
作
っ
て
、
書
禦
の
襲
燗
を
妨

害
、
と
い
う
よ
り
も
正
当
に
抗
議
を
し

た
わ
け
で
す
が
、
薪
察
は
警
官
三
十
人

を
勘
員
し
て
.
強
制
的
に
沢
崎
さ
ん
を

連
行
い
だ
し
ま
し
た
。

　

察
が
、
沢
蘭
さ
ん
を
な
ぜ

(
警

)
翻

し
だ
か
、
と
い
う
こ

く

と
を
私
た
ち
が
考
え
る
湯

合
、
敬
人
の
融
員
が
徽
畷
的
に
事
惰
聴

取
を
う
け
た
中
で
、
警
察
は
新
聞
に
、

沢
籠
さ
ん
か
一
蓄
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た

と
い
つ
こ
と
を
蜀
表
し
て
お
り
ま
す
。

「そ
の
他
の
物
的
証
拠
」
な
る
も
の
を

新
園
で
亮
表
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
す
へ
て
警
察
の
デ
ノ
チ
上
げ
で
あ
り

全
脇
員
が
が
、
そ
の
「物
的
証
拠
」
に

あ
て
は
ま
る
も
の
で
し
か
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。

だ
っ
だ
一
つ
の
ー
警
撰
と
し
て
ー

沢
剛
さ
ん
に
あ
て
は
ま
る
も
の
が
、
そ

の
「
供
述
が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
」
と

い
う
こ
と
だ
け
な
の
で
す
。

そ
つ
い
う
こ
と
で
逮
掃
さ
れ
O
な
ら

は
、
い
つ
何
時
、
市
民
が
、
美
良
な
何

も
悪
い
憂
乞
し
て
い
な
い
市
民
が
、
殺

人
犯
に
デ
ソ
チ
上
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

私
た
ち
、
全
犠
員
は
、
逮
鎗
の
時
か

ら
、
沢
崎
さ
ん
の
救
援
に
立
ち
上
っ
丸

わ
け
て
す
が
、
警
襲
は
徹
底
的
に
五
作

を
し
て
、
私
た
ち
の
運
動
を
つ
ぶ
し
て

き
ま
レ
た
。

一
時
着
繋
は
三
百
人
あ
る
い
は
四
百

人
そ
動
員
し
て
捜
査
に
当
っ
た
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
真
柑
を
究
明
す
Φ
た
め
の

捜
査
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
沢
崎
さ
ん

へ
の
救
援
の
活
動
を
つ
ぶ
す
た
め
の
捜

査
で
あ
っ
た
の
で
す
。
と
い
い
ま
す
の

は
、
警
察
が
、
保
護
巷
の
家
を
一
軒
「

軒
ま
わ
り
、
あ
る
い
は
学
圏
関
係
者
、

学
園
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
煙
の
寂

を
ま
わ
っ
て
書
う
こ
と
に
は
、
「
学
園

の
囲
長
は
頼
り
な
い
人
間
で
あ
0
」
あ

る
い
は
、
「
争
園
の
一都
職
員
は
、
学

園
の
仕
多
を
は
つ
た
ら
か
し
て
」
あ
る

い
は
「
」
く
な
っ
た
二
人
の
チ
供
の
霊

岸
慰
め
よ
つ
と
は
せ
ず
に
」
「沢
崎
さ

ん
の
救
援
だ
け
で
一生
懸
命
に
な
っ
て

い
り」
と
い
う
こ
と
を
呂
つ
て
お
つ
た

ら
し
い
、
私
九
ち
の
運
勘
を
孤
立
化
さ

せ
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
リ

モ
つ
な
る
と
、
保
護
者
と
い
う
も
の

は
覧
い
も
の
て
あ
り
、
「
籾
神
薄
弱
児

施
設
」
と
い
う
法
的
に
規
定
さ
れ
た
施

設
に
働
く
か
な
り
の
験
員
は
、
聖
験
意

識
と
い
う
も
の
を
残
念
な
が
ら
持
っ
て

お
り
ま
し
C
、
謁
い
人
聞
で
あ
り
ま

す
。そ

つ
し
て
警
察
に
工
作
を
受
け
た
な

ら
、
⊂
れ
は
悪
い
こ
と
だ
、
と
甲
純
に

納
得
を
し
て
し
ま
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
私
κ
ち
の
港
勘
が
、

現
研
の
礁
め
て
困
難
な
、
窮
地
に
追
い

や
ら
れ
こ
い
つ
た
、
と
い
う
経
逓
が
あ

る
わ
け
で
す
。

　

⊃
い
う
警
察
の
、
捜
査

(
そ

)
で
、
私
た
ち
は
今
、
琵

く

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
わ

け
で
す
け
ど
も
、
警
察
は
依
然
、
「沢

崎
さ
ん
は
ク
ロ
で
あ
る
」
、
検
察
庁

は
、
「沢
齢
さ
ん
が
シ
ロ
で
あ
る
と
書

う
な
ら
ば
、
モ
の
救
提
活
勧
に
当
っ
て

い
る
者
は
、
シ
ロ
で
あ
る
と
い
う
証
拠

を
出
せ
」
と
い
フ
ま
こ
と
に
非
常
識
な

こ
と
を
欝
っ
て
、
自
分
た
ち
の
誤
り
を

認
め
ず
に
、
誤
り
を
塁

し
よ
う
と
し

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

甲
山
学
園
は
、
亭
件
当
事
の
園
長
は

質
任
を
と
⊇
て
辞
め
さ
せ
ら
れ
、
新
園

長
は
I
l
理
事
会
が
決
定
し
た
1

学

園
の
半
分
を
濱
す
た
め
だ
け
に
、
そ
の

仕
郵
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
今

の
甲
山
学
園
の
虎
状
な
の
で
す
。

私
た
ろ
か
一
張
懸
命
脅
て
て
き
た
子

侠
を
、
新
園
畏
は
、
「自
分
の
子
供
な

ら
ば
こ
ん
な
学
国
に
よ
う
置
い
と
か

ん
』
と
い
つ
よ
う
な
駈
だ
非
常
餓
な
5

葉
を
吐
き
、
県
当
局
と
紬
託
し
て
、
強

制
的
に
子
供
達
を
他
の
施
設
に
移
し
ま

し
た
。

厚
生
省
、
お
よ
び
各
蟹

の
福
祉
担

当
者
は
、
軽
い
子
供
の
「
精
神
薄
幽
児

施
設
」
は
澄
し
て
し
ま
お
う
と
し
て
い

る
の
が
、
今
の
現
状
で
あ
り
ま
す
。
養

護
学
校
な
ど
が
で
き
て
き
だ
関
係
上
、

軽
い
子
供
の
廊
設
は
か
な
り
定
員
が
空

い
て
き
ま
し
た
の
で
、
厚
生
暫
と
か
、

県
当
局
に
お
い
て
は
、
「
盈

的
に
も

明 らわ
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　沢崎さんの潔白

っ
た
い
な
い
」
と
い
う
わ
け
て
す
ね
。

そ
れ
で
、
一
つ
で
も
、
こ
う
い
う
施
設

を
潰
し
た
2

い
う
の
が
景
当
局
の
企

み
で
す
。

そ
れ
は
今
度
の
事
件
で
、
ま
こ
と
に

う
ま
く
、
警
察
の
工
作
に
案
っ
て
、
剰

用
さ
れ
て
、
甲
山
学
囑
は
澱
さ
れ
ま
し

た
。　

う
い
う
中
で
ま
た
、
組
合

(
そ

)
は
、
そ
の
執
墓

は
、
ー

く

哲
四の
箪

見
た
だ

 け
で
も
、
こ
れ
は
死
罪
評
件
だ
と
わ
か

る
は
ず
な
の
に
、
弁
護
士
と
何
回
も
接

触
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
、
弁
護
士

が
沢
爾
さ
ん
は
潔
臼
で
あ
る
と
も
弁
明

し
て
い
る
に
も
殉
ら
ダ
ー
1
「
こ
り
い

う
純
粋
な
刑
事
事
件
て
、
組
合
か
ノ
ロ

か
ク
ロ
か
を
判
倣
す
る
の
は
、
紬
台
と

し
て
な
す
へ
き
こ
と
て
は
な
い
」
と
い

う
こ
と
を
組
合
員
に
痂
し
、
沢
面
さ
ん

の
救
援
活
動
を
せ
ず
に
現
在
に
ー
.
て

お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
か
救
援
浩
動
を
や

っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
「
組
含
の
続

制
を
乱
す
も
の
」
と
し
て
航
制
処
分
に

か
け
て
い
る
の
は
、
自
分
た
ち
だ
け
が

革
新
の
一番
正
し
い
闘
い
を
し
て
い
る

と
大
々
的
に
宣
伝
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

属
し
て
い
〇
一
部
執
行
部
㌧
あ
り
ま

す
。そ

れ
に
対
し
て
私
た
う
は
、
執
行
婁

員
会
の
中
で
、
あ
る
い
は
組
合
の
会
議

の
中
で
糾
聾
し
、
私
た
ち
は
、
執
行
委

員
の
資
裕
を
は
く
奪
さ
れ
た
の
を
奪
選

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
つ
い
つ
中
で
、
今
は
た
い
へ
ん
薔

し
い
闘
い
を
や
っ
て
い
Q
わ
け
て
す

か
、
私
た
ち
は
当
面
の
運
動
と
し
て
、

沢
崎
さ
ん
の
潔
白
を
明
ら
か
に
さ
せ
る

た
め
に
、
検
察
庁
尼
筋
支
部
に
対
し
、

嫌
疑
蹴
し
を
理
臼
と
丁
る
コ
ハ
起
訴
処

分
」
を
た
だ
ち
に
出
さ
せ
⇔
署
名
還
動

あ
る
い
は
抗
議
運
勧
を
や
♪
て
お
り
ま

す
。ま

κ
二
十
六
日
に
は
、
検
票
庁
に
わ

い
て
抗
儀
粟
会
を
も
ち
、
早
≦
て
の
処

分
を
出
さ
せ
る
よ
う
に
圧
力
を
か
け
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
方

の
中
で
、
そ
う
り
2
累会
に
参
加
さ
れ

る
方
は
、
神
臼
地
力
検
輿
庁
尼
崎
支
都

に
結
集
し
て
頂
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

こ
の
運
動
に
対
し
、
支
援
を
頂
け
る

な
ら
は
、
ビ
ラ
に
あ
O連
蔽
先
な
り
甲

山
学
園
ま
で
連
絡
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
Oし
く
お
鎮
い
し
ま

す
。(沢

箇
悦
ナ
さ
ん
の
自
田
厚一
」り
b

ど
す
会
・
運
絡
先

伊
丹
旧
尾
陽
木
の

本
16
1
∂

西

淀
詳
)

関
西
救
援
連
絡

セ

ン
タ
ー

一

佐

藤

耕

造

,圓n,■lll19
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一

既
に
ム
紅
て
予
足
を
広
枯
し
て
お

い
丸
「
炎
次
飯
発
閲
題
に
関
す
㊨
公

開
討
論
会
」
が
六
月
二
十
一
日
に
開

催
さ
れ
、
の
へ
二
〇
〇
人
の
結
集
の

中
で
熱
っ
ぽ
い
甜
諭
が
持
た
れ
た
の

て
、
主
催
者
側
か
ら
の
報
缶
を
し
て

お
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

当
日
二
蹄
半
か
ら
開
か
れ
た
討
論

会
に
於
い
て
、
凌
リ
実
炉
つ
澱
初
に

露
一
回
の
譜
鎗
会
が
鍵

二
号
炉
の

燃
料
樟
曲
り
事
故
に
つ
い
て
今
璋
の

二
月
に
拐
だ
れ
た
こ
と
、
今
回
の
討

鋤
会
の
魚
点
は
今
年
の
一
月
か
ら
定

碧
棲
査
に
入
つ
て
い
た
謎
蔽
一野
炉

に
於
け
Q
「蒸
蔵
発
セ
嵩
細
管
」
か

ら
の
放
射
能
の
も
れ
に
関
し
て
㌦
あ

る
こ
と
等
か
綴
告
さ
れ
だ
.

こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
学
徽
会
戯

の
会
員
で
あ
り
、
夷
浜
一
弓
の
蕉
気

細
蟹
間
魁
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
喜

哉
に
関
す
る
レ
ポ
」
ト
ヰ
ず
る
等
即

係
の
深
い
東
大
の
小
野
教
授
か
ら
の

妻

ま
莞

.懲
甕
融
、

本紙 では、腕 増匠が らの授稿

を 「学 躍喚 壇」 と して、1■

集翁職 を還 じて畿可 化 して

い雲 す。 投 稿 され う方 は

400寧 階康稿4～5敦 に 蜜

とめ て、編 集部ま でお送 り

下さ い.(綱 集部)
r1鵬監■9隅,闘9鵬日1Ho5川 「「1「,鵬剛1「 「川,1r

 

逼
與
"
猫
視
察
の
際
に
一暑
炉
の
修

隔 哺「岬 田 「m晶n醐 髄 朧 ～,

め
く
く
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
福
井
轟
原
子
力

安
全
協
瓢
会
顧
問
の
君
芯
哀
大
原
研

敵
幾
か
二
月
以
降
の
定
検
の
継
果
と

閤
連
し
て
細
管
醸
肉
の
原
因
究
朋
の

為
に
行
つ
た
実
験
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
し
κ
の
で
す
か
、
そ
の
中
で
桑

浜
}号
が
欠
陥
炉
で
あ
る
こ
と
か
い

よ
い
よ
賜
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
即

ち
、
厩
に
最
初
の
細
醤
か
ら
の
放
射

能
襯
洩
と
二
度
目
の
そ
れ
に
闘
連
し

て
小
野
氏
が
原
因
と
し
て
推
測
し
て

電
力
か
葵
浜
一
号
の
蒸
気
発
生
器
が

欠
陥
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
プ
フ
ン

ト
設
置
担
当
企
集
に
新
し
い
燕
気
発

生
甜
の
設
蹴
を
依
願
し
て
い
る
こ
と

壕
暑
麻
倣
授
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と

て
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
伊
方
原
莞

ノ

な
っ
て
い
る
実
験
に
つ
い
て
も
、
そ

の
条
件
が
運
転
中
を
想
定
し
て
い
る

の
か
停
止
申
を
楚

し
て
い
る
の
か

に
ょ
っ
て
テ
ー
タ
の
差
や
推
論
の
結

果
の
喰
い
遷
い
を
生
じ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
問
が
提
出
さ
れ
ま
し

接

齪
訟
の
代
衷
人
で
も
あ
る
阪
尤

た
。
こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
し
て
、
着

の
久
汰
氏
ら
が
「危
険
な
欠
陥
原
発

で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
選
転
再

開
と
は
一体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か

か
」
と
厳
し
い
問
い
か
け
を
し
ま
し

だ
。
こ
れ
に
対
し
て
菩
懲
氏
は
、
出

6
月
21
日
科
学
技
術
討
論
会
報
告

美
浜
原
発
が
欠
陥
で
あ
る
こ
と
は

躰
氏
の
解
答
は
充
分
な
も
の
で
は
怨

い
上
、
彼
自
身
が
安
全
協
議
会
で
も

技
術
部
会
の
顧
悶
と
い
う
立
揚
で
あ

る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

彼
自
身
の
デ
ー
タ
ー
の
み
で
放
射
線

`

関
西
電
力
も
認
め
て
い
た
/

理
申
く
あ
っ
把
こ
ど
簿
キ
心
め
、
展

体
的
な
原
発
の
構
蓮
か
ら
は
し
め
て

響

か
り
の
放
射
能
漏
洩
の
原
因
て

の
Q
ピ
ン
魯
ー
ル
や
響

滅
肉
(パ

イ
プ
の
壁
が
削
り
と
ら
れ
κ
よ
つ
に

薄
く
な
O現
象
)
が
今
の
と
こ
O
原

因
不
明
て
あ
⑰
嶺
等
を
中
心
に
転
告

と
閲
艦
提
起
を
し
、
原
因
が
不
朋
で

あ
る
以
上
、
出
力
宅
落
し
た
か
ら
運

転
絡
続
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
論
理

は
篭

斐

朝

で
建

い
ゆ
と
締

,

曾

い
た
・杁う
に
高
温
、
商
圧
下
で
は
細

醤
の
周
囲
を
氷
蒸
気
(
気
体
)
と
熱

漏

(液
体
)
が
二
栢
流
と
し
て
通
通

し
、
細
管
の
誕
壁
が
削
り
ζ
ら
れ
も

と
い
2
こ
の
閥
の
細
響
凋
洩
の
推
足

原
因
か
、
実
は
そ
の
よ
,
な
も
の
」

は
な
く
、
構
血
上
の
欠
踊
で
あ
り
⊂

と
か
推
定
と
は
い
え
朋
り
か
に
ご
れ

た
わ
け
で
す
。
特
に
注
目
す
へ
き
な

の
は
今
回
、
六
月
四
日
の
還
転
再
開

に
当
の
て
、
そ
れ
以
前
に
既
に
関
酉

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委

カ
を
落
し
て
鵡
転
し
て
い
O
し
、
足

窮
点
検
の
回
数
を
増
や
せ
ば
間
題
は

な
い
と
答
え
ま
し
九
が
、
と
り
わ
け

費

細
管
の
点
検
や
恥
急
処
置
に

於
い
て
は
、
極
力
避
け
る
へ
き
作

業
貝
の
放
射
線
被
爆
セ
現
狂
の
技
術

⊂
は
避
け
ら
れ
な
い
以
上
、
作
烹
員

の
被
膿
か
前
提
と
執
つ
Oよ
っ
な
運

私
強
汀
は
鵡
り
て
は
な
い
か
⊂
い
つ

疑
問
か
提
出
こ
れ
て
い
ま
す
。
"
、し

て
、
実
に
壮罧

氏
の
議
諦
の
基
礎
に

、1

 

酬
}

餌

生
物
掌
と
い
っ
た
分
野
し
於
け
る
安

全
協
議
会
の
判
豊

準
ま
で
聞
題
と

し
き
る
の
は
無
癌
と
る
こ
え
ま
す
か

い
ず
れ
に
せ
よ
、
六
月
四
日
か
ら
超

転
再
開
さ
れ
た
芙
爽
一
号
機
は
ム.や

出
力
か
㌣
口
つ
て
も
、
蒸
気
発
生
器

の
状
態
(細
管
の
コ
○
%
近
く
は
機

能
マ
ヒ
)
か
ら
認
っ
て
も
、
原
発
建

設
に
際
し
て
国
が
行
う
「曽
金
」
協

可
の
条
件
外
に
あ
る
の
で
あ
り
、
こ

の
遙
転
ガ
「臆
行
」
以
外
の
何
も
の

で
も
な
い
こ
と
は
増
々
明
ら
か
に
な

っ
た
と
言
え
ま
す
。

我
々
が
見
逃
し
て
の
な
ら
な
い
の

は
久
米
氏
(阪
大
)
が
指
鏑
し
た
よ

う
に
、
技
術
顧
問
と
い
う
立
場
で
は

「
客
観
的
事
実
」
と
し
て
平
然
と

「
て
こ
ま
で
は
耀
査
し
て
い
な
い
」

と
か
「
ご
ん
な
実
験
ま
で
は
や
っ
て

い
な
い
」
と
し
て
語
ら
れ
る
調
査
や

実
験
の
テ
ー
タ
が
、
国
の
原
発
「
安

全
」
麗
可
や
住
民
の
行
放
餅
訟
の
法

廷
で
は
「絶
対
的
事
実
」
「鰹
に
全

て
解
決
さ
れ
た
問
題
」
と
し
て
「
判

断
の
基
準
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
譜

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
結
局
の

と
こ
ろ
こ
う
し
た
状
況
が
、
危
険
を

承
知
で
の
除
鄭
乱
立
の
背
蚊
を
な
し

て
い
る
こ
と
は
疑
間
の
余
地
か
な
い

の
で
す
。
我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
の
デ
タ
ラ
メ
さ
を
「前
回
奥
浜
二

号
炉
燃
料
棒
亭
鼓
に
闘
す
る
討
誼

会
」
に
引
き
続
く
今
回
の
討
論
会
の

遣
程
で
、
幾
つ
か
明
ら
か
に
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
原
発
謂
可
、
廼
設

運
転
の
デ
タ
ラ
メ
さ
か
ら
一
刻
で
も

眼
を
離
す
な
ら
ば
、
℃
の
求
ま
原
発

の
乱
V慕
走
を
許
し
、
そ
れ
と
闘
う

住
蝿
趣
勧
の
ド
殺
苓
琳
君
し
て
し
ま

う
ご
し
、"♪
。
宕
麻
長
の
発
r日に
明

ら
か
な
よ
う
に
美
浜
一
9
は
い
つ
郵

故
を
起
ζ
す
か
も
判
ら
な
い
以
上
、

更
に
監
視
と
運
転
強
行
阻
止
へ
と
取

組
ま
ね
は
な
ら
な
い
と
我
々
は
考
え

駕
い
峯
亀

∴
ぎ
㌃

鴇

　

西
救
援
連
絡
セ
ン
タ
ー
の

(
関

)
叢

茅

。

く

救
議

整

ら
の
番

と
い
た
し
ま
し
て
、
開
西
淫
絡
セ
ン
タ

ー
て
取
り
扱
っ
κ
ζ
と
だ
け
で
な
し
に

、
全
国
の
救
援
戦
綴
を
窺
つ
て
い
O
都

分
の
聖

ロに
も
ふ
れ
な
か
ら
装
昌
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

全
国
救
謬
伯動
名
会
議
と
い
つ
の
が

七
三
年
の
一
月
に
も
た
れ
ま
し
て
、
そ

こ
に
お
い
て
刑
法
改
悪
阻
五
、
三
里
壕

闘
争
支
援
を
軸
に
し
て
、
全
国
結
桀
の

力
を
も
っ
て
救
援
活
動
を
推
進
し
て
い

く
と
い
rρ
こ
と
が
、
翻
う
方
針
と
し
て

確
立
こ
れ
瓦
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
全
凶
各
地
区
の
諸
救
援
会

の
ビ
フ
ま
き
・
テ
モ
、
そ
れ
か
ら
東
京

に
お
い
て
は
法
務
省
、
法
制
審
に
対
す

る
凱
韻
行
蜘
、
て
つ
い
っ
だ
た
た
か
い

が
こ
の
一
年
半
の
間
な
さ
れ
て
き
た
O

け
で
あ
り
ま
す
。

精
神
衛
生
実
態
調
査
阻
止
の
た
た
か

い
も
、
諸
救
援
会
を
通
じ
て
配
慮
し
て

い
く
。
て
れ
か
ら
優
生
保
護
法
改
悪
阻

止
、
ま
た
山
谷
闘
争
な
ど
、
独
自
の
闇

い
と
刑
法
改
悪
阻
止
闘
争
と
の
救
提
戦

線
を
遍
し
た
結
合
を
推
漣
す
る
こ
と

も
、
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

在
の
弾
圧
の
現
状
に
つ
い

(
現

ど

、
撃

述
べ
て
み
た
い
ζ

く

思
い
ま
す
。

68
1
69
年
か
ら
71
年
ま
で
の
弾
圧

は
、
越
湘
の
ほ
と
ん
ど
か
街
頭
ラ
モ
、

学
園
闘
伽
ζ
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
孔

に
灯
し
て
、
72
年
以
降
の
弾
仕
は
、
艇

件
判
の
牲
裕
と
い
う
も
の
が
、
す
い
ふ

ん
裂
ノ
」
き
よ
し
七
9
1
1
C
れ
で
も

な
わ
、
街
頭
闘
争
、
学
園
闘
争
の
占
め

㍗

蚤
季
は
約
50
%
位
は
あ
る
わ
け
で
す
.幽

1

、

ど
う
い
う
ふ
う
に
変
っ
て
き
た
か
と

い
い
ま
す
と
、
ま
ず
は
、
旭
力
、
マ
ス

コ
ミ
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「過
激
派
ギ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
、
そ
れ
か
ら
「内
ゲ
バ
非

難
」
の
、
そ
う
い
っ
た
背
景
の
も
と
に

お
け
る
彊
圧
.
そ
う
い
つ
た
隻
櫓
の
申

で
、
変
っ
て
き
た
の
は
、
ま
ず
、
環
湯

に
お
け
る
逃
捕
で
な
く
令
状
逮
捕
か
非

糟
に
鱒
え
て
い
O
、
と
い
う
こ
と
が
一

つ
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
適
用
罪
名
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
一
番
多
い
の
は
依
然
と
し
て
凶
器
準

備
集
含
罪
、
モ
の
次
は
、
暴
力
行
為
等

処
罰
法
に
よ
る
も
の
、
こ
れ
ら
あ
わ
せ

て
ゐ
%
以
」
を
白
酌
Q
わ
け
て
す
。
そ

し
て
そ
の
中
で
、
こ
の
「凶
準
」
と
か

「暴
力
々
為
」
と
か
の
囚
谷
は
、
以
前

に
く
リ
へ
る
と
ず
い
ぶ
ん
変
化
し
て
い

O
わ
け
で
、
そ
の
変
化
を
端
的
に
小
し

て
い
る
の
が
、
「凶
準
」
に
お
け
る
令

状
遺
捕
、
そ
れ
か
ら
「暴
力
仁
為
」
に

よ
Q
令
状
逮
捕
が
非
常
に
増
え
て
い
る

り
、
と
い
つ
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
こ
か
、
と
い
い

ま
す
と
、
こ
の
凶
鵠
瀧
備
粟
含
鋼
の
事

後
逮
捕
と
い
う
も
の
が
許
さ
れ
る
な
ら

ば
、
糧
力
の
弾
圧
と
い
う
も
の
は
、
権

力
に
と
っ
て
は
非
常
に
や
り
易
く
な
る

る
、
と
い
っ
こ
と
て
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
「凶
準
」
の
拡
大
適
柑
が
非
常
に

増
え
て
い
る
。
こ
の
適
用
は
、
い
わ
ゆ

る

「内
ゲ
バ
」
に
か
け
ら
れ
る
弾
圧
に

使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
か
圧
倒
的

に
多
い
わ
け
て
す
。

し
か
し
こ
の
適
用
は
、
た
だ
そ
れ
だ

け
で
は
な
し
に
、
そ
れ
以
外
の
す
へ
て

の
闘
争
す
へ
て
に
共
通
し
て
漫
透
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
策
京
に
お
け
る
山

谷
麗
争
各
大
学
闘
争
、
そ
れ
か
ら
労
働

載
線
に
お
け
る
闘
い
に
対
し
て
、
執
よ

う
に
事
後
弾
圧
と
い
う
形
で
か
け
ら
れ

て
き
て
い
る
わ
け
て
す
。

　

れ
と
も
う
一
つ
特
徴
的
だ

(
そ

)

と
い
え
る
も
の
と
し
て
あ

く

る
の
が
、
軽
犯
罪
法
で
あ

り
ま
す
。

騒
犯
罪
法
と
い
い
ま
す
の
は
、
1

一
般
市
昆
的
と
い
い
ま
す
か
、
一
般
的

に
考
え
れ
は
ー

い
わ
ゆ
る
書
葉
の
よ

で
の
嚢
犯罪
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
一
旦
こ
れ
か
弾
圧
に
使
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
と

と
、
非
鴬
に
悪
質
な
治
安
立
法
、
と
い

う
ζ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

そ
の
件
数
も
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
て

い
る
。
そ
の
中
の
半
分
以
上
が
い
わ
ゆ

り
「凶
罰
か
く
し
持
ち
」
と
い
う
よ
う

な
、
日
常
的
換
間
の
申
か
ら
糎
力
が
連

行
し
て
い
く
、
そ
う
い
つ
だ
も
の
が
、

こ
の
72
年
以
降
に
増
え
て
き
て
い
る
わ

け
で
す
。

こ
う
い
っ
た
扇
件
の
圧
倒
的
な
都
分

が
、
い
わ
ゆ
る
凶
器
準
備
集
合
罪
、
暴

力
行
為
法
、
軽
犯
罪
法
の
い
わ
ば
極
限

的
な
拡
大
適
用
で
あ
る
。

「改
止
刑
法
草
案
」
の
中
軸
に
な
っ

て
い
O築
団
行
動
、
集
団
行
為
の
予
防

的
弾
圧
l
l
す
な
わ
ち
具
体
的
に
言
う

な
ら
は
、
騒
動
予
備
罪
、
各
種
の
多
衆

X
X
罪
、
そ
れ
か
ら
共
課
共
同
正
犯
、

そ
う
い
っ
た
規
定
に
郵
わ
れ
て
い
る
集

団
行
励
の
予
防
的
弾
圧
1

は
、
凶
器

準
備
集
合
罪
、
暴
力
行
為
等
処
爺
法
な

ど
の
仏
犬
適
屑
に
よ
っ
て
、
♂
で
に
塊

実
に
「改
止
凡
法
」
そ
の
ま
ま
の
弾
圧

が
現
状
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
、
と

い
う
こ
こ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
例
兀
ば
、
こ
の
凶
詣
準
備

集
合
旗
の
も
⊃
一
つ
激
し
い
適
用
の
甲

に
、
い
わ
ゆ
⇔
妓
防
法
選
用
と
同
じ
よ

う
な
適
用
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
照
颪
に
お
い
て
、
ガ
ナ
人
れ

さ
れ
て
、
そ
こ
に
凶
翻
が
あ
っ
疋
と
い

う
こ
と
で
そ
こ
に
い
℃
数
マ
名
の
人
が

一
度
に
盛
燗
さ
れ
る
、
と
い
っ
よ
2
な

こ
と
は
、
一
つ
の
紐
織
に
対
ず
る
適
用

と
い
っ
て
も
い
い
わ
け
で
T
。
こ
れ
は

破
防
法
的
性
裕
と
い
え
る
と
慰
い
ま

す
。　

れ
か
ら
も
う
一
つ
躯
要
な

(
そ

)
の
は
、
覇

拘
朗
-
超
畏

く

期
拘
留
の
問
題
で
す
。
い

わ
ゆ
る
沫
決
殉
留
二
年
以
上
と
い
う
拘

留
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
て
れ
か
ら

い
わ
ゆ
る

「超
避
激
派
」
摺
導
者
ζ

い
わ
れ
る
二
名
の
四
奪
を
超
え
る
拘
留

こ
つ
い
つ
た
未
決
拘
留
と
い
う
も
の

は
実
際
に
お
い
て
保
景
処
分
と
い
う
ρ

か
、
い
わ
ゆ
る
木
足
期
刑
と
同
様
な
合

安
弾
圧
そ
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
2こ

と
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
実
験
に
「改
几
刑
法
」
の

先
取
り
と
し
て
.
獄
囚
の
待
遇
改
善
喪

求
膨
争
を
や
っ
て
い
く
筋
合
、
こ
れ
を

獄
囚
外
に
お
い
て
闘
争
を
や
っ
て
い
く

と
い
う
場
含
、
そ
う
い
っ
た
場
合
に
必

ず
獄
内
に
い
⇔
人
に
対
す
る
弾
圧
か
あ

る
。
そ
れ
に
対
す
る
獄
申
か
ら
の
凹
い

と
し
て
、
獄
申
生
活
毛
組
含
緕
成
の
闘

い
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
蔵
し
て
、

「
集
団
反
郵

」
の
先
取
り
的
な
弾
圧

が
現
室
に
あ
る
。

こ
う
い
つ
た
現
宿
逆
ゐ
し
て
い
O、

「改
正
刑
法
」
そ
の
ま
ま
の
実
体
的
な

適
用
と
い
う
も
の
に
対
す
る
闘
い
を
、

男
笑
の
中
ζ
や
っ
て
い
く
、
と
い
う
し

と
が
ζ
の
「
改
正
刑
法
」
阻
止
の
異
践

的
な
闘
い
で
あ
る
と
思
う
わ
け
で
す
。

モ
の
笑
践
的
な
闘
い
と
同
時
に
、
刑

法
改
慧
に
反
対
す
る
大
衆
的
な
運
動
を

救
援
活
動
を
通
し
て
情
宣
し
て
い
く
、

そ
し
て
、
こ
の
刑
法
改
悪
、
保
安
処
分

新
殺
阻
止
の
闘
い
に
、
救
握
戦
縁
と
し

て
も
こ
れ
か
ら
も
可
能
な
眼
り
や
っ
て

い
曳

と
い
う
こ
と
を
決
意
爽
明
し
て

発
言
に
か
え
ま
す
。

発 書 票 約 集
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一
部

保
安

処

分

と
の
闘

い
か
ら

▼
盒
閥
西
糟
神
匪
寮
"
究
遮

合
現
実
の
精
神
医
療
を
と
り
ま

く
傭
勢
ー
地
壊
末
端
か
ら
「精

神
障
害
者
」
を
狩
り
出
し
、
誹

陰
、
隔
准
し
⊂
い
く
地
域
治
蜜

管
理
傭

ー
そ
の
も
の
が
一9
で

に
保
安
処
分
体
制
と
し
て
擶
能

し
て
い
る
。
こ
れ
を
果
体
的
に

突
き
崩
し
て
い
く
脳
い
の
中
か

ら
俣
安
処
分
反
対
の
内
実
を
作

っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
精

神
衝
生
行
政
を
尖
兵
と
し
た
よ

り
緻
密
で
近
代
的
な
地
域
蕾
理

を
そ
の
意
図
と
し
κ
四
十
八
年

の
精
神
衛
生
実
態
副
査
"塞

国

の
六
割
の
地
区
で
粉
砕
し
た
.

▼
京
郁
額
麓
の
禽

法
制
笹
に
よ
る
量
終
答
申
を

弾
劾
す
る
。
家
族
・
友
人
・
脳

う
伸
間
の
自
由
を
奪
い
、
生
活

を
圧
殺
す
る
保
安
処
分
を
阻
止

す
る
。
保
安
処
分
新
設
の
背
景

こ
な
つ
て
い
Oマ
ス
コ
ミ
の
報

道
や
保
健
等
の
警

稜
の
妃
述

に
お
け
る
「闘
神
障
警
者
」
へ

の
差
別
・
偏
見
、
十
全
会
糸
郷

院
等
の
金
も
う
け
優
先
の
薬
物

宏
爆
授
与
と
「ず
つ
と
閉
じ
G

め
て
お
く
」
と
い
う
や
り
方
を

根
本
的
に
改
め
さ
せ
て
い
か
ね

は
な
ら
な
い
。
ま
九
、
人
体
実

験
が
「精
神
陞
害
者
」
に
対
し

い
と
も
簡
単
に
行
わ
れ
て
き
た

よ
う
な
、
医
療
現
場
の
問
題
を

糞
剣
に
邊
及
し
て
い
く
。

▼
闘
置
障
智
春
鵤
放
委
員
会

刑
法
改
悪
・
優
生
保
誕
汐
改

悪
の
攻
撃
は
、
帝
国
宅
磯
プ
ル

シ
コ
ア
シ
ー
の
不
当
な
「障
害

者
」
差
別
を
法
的
に
確
固
と
し

て
強
化
し
て
い
く
も
の
く
の

り
、
「
踵
害
者
」
解
放
そ
労
働

者
階
級
人
民
す
へ
て
の
課
題
と

し
て
粥
げ
つ
つ
刑
法
改
懲
阻
止

は
瞳
わ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

荒
爪
裁
両
罎
争
、
片
平
闘
争
を

先
頭
と
す
る
一
つ
一
つ
の
「障

害
者
」
祇弱
に
対
す
Q
闘
い
を

展
膳
し
、

「弱
者
蚊
済
」
に
代

衣
さ
れ
る
繕
要
求
運
動
・
全
障

研
ロ
日
丈
の
改
良
主
義
・
「健

常
者
」
か
ら
の
解
放
を
主
娠
す

る
「障
答
魯
絶
対
七
鶉
」
潮
流

等
を
の
り
こ
え
把
「
豚
警
琶
」

解
放
閻
争
の
発
展
を
め
ど
す
。

労
働
榴
・
生
港
櫃
を
嚢
わ
れ
た

「障
害
者
」
自
身
の
団
結
が
何

よ
り
も
必
要
て
あ
り
ま
た
医

療
・
軸
祉
・
数
育
労
働
者
の
¢

の
闘
い
へ
の
決
起
を
副
む
も
の
で

あ
Q
。

▼
金
国
爆
増
集
愈
の
準
備
を
し

た
一
人
と
し
て

保
宏
処
分
に
は
独
立
手
続
と
い

う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
訴
追

を
必
要
と
し
な
い
場
含
に
も
謂
求

亡
れ
た
り
、
上
訴
が
謬
め
ら
れ
な

い
尋
の
問
題
点
が
あ
る
。

私
た
ち
措
雌
入
院
の
者
に
は
、

小
遮
い
が
認
め
う
れ
す
、
外
出
・

外
泊
楚
止
の
た
め
働
く
こ
と
も
で

さ
な
い
。
こ
の
瑞
状
は
借
金
も
で

き
な
い
わ
れ
わ
れ
に
は
臼
分
の
手

足
乞
食
ぺ
ろ
と
い
2
に
等
し
い
。

▼
傘
国
両
肥
決
起
を
曜
び
か
け

た
看
と
し
て

停
安
処
益
が
治
療
で
な
く
治
安

目
的
で
あ
る
こ
と
を
小
す
飛
を

「保
安
施
裂
構
想
築
」
か
ら
指
摘

♂
る
。
①
全
体
の
藁
罰
を
府
め
、

　数
が
保
護
峯
に
さ
れ
る
独
居
至

②
ロ
ボ
ト
ミ
ー
に
つ
い
て
の
あ
い

ま
い
な
謁
述
③
判
足
不
呵
能
な

「判
定
会
繭
制
」
④
愉
療
に
逆
行

す
Φ
邉
跡
調
査
等
、
大
鮮
な
と
こ

ろ
で
治
療
が
欠
落
し
て
い
る
.
説

在
の
み
か
将
来
ζ
つ
あ
る
か
を
ふ

り、悟え
、
共
に
聞
う
。

▼
片
平
敏
昭

大
阪
府
教
委
・
堺
蓮

学
絞
の

「
隙
蟹
看
」
差
別
に
よ
る
解
服
と

一

一年
聞
闘
っ
て
き
た
、
戦
闘
的
労

璽
む、部
奮

輩

爽
に闘

い
今
年
四
月
の
団
交
で
府
薮
委
は

わ
れ
わ
れ
の
要
求
を
認
め
な
が
ら

府
騨
教
総
(日
共
累
)
の
策
動
に

支
え
ら
れ
て
こ
れ
を
反
古
に
し
、

私
は
全
く
給
撃
の
芝
払
い
を
受
け

て
い
る
。
警
察
は
、
デ
ソ
チ
上
げ

弾
凡
を
か
け
、
府
障
教
は
私
を
止

放
し
、
「
籾
神
脈
磐
昌
」
差
別
を

拡
大
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ

て
い
る
が
、
徹
底
し
て
こ
れ
と
麗

う
.
田
中
澱
府
の
い
う
「福
祉
」

は
ア
メ
で
あ
り
、
ま
た
ナ
チ
ス
と

同
じく
優
錘

丁
保
守
処
分

へ
超
む
も
の
で
あ
る
.
日
教
組
暦

名
薄
に
お
け
}舞

.」
辞
を
摺
捕

し
、
閥
題
毘
起
と
す
る
。

▼
松
田
次
舅
(康
族
会
の
一員

と
し
て
)

家
涙
会
と
し
て
は
、
今
月
h
β

の
禽
田大
会
で
保
安
雰

新
設
反

対
の
決
議
を
し
、
署
名
運
動
を
始

め
た
。
病
院
が
家
族
に
圧
力
を
か

け
る
な
ど
、
家
族
会
の
魍
織
は
ま

だ
弱
い
が
、
刑
法
畝
懸
・
保
安
処

分
反
対
の
闘
い
を
通
じ
、
本
当
の

家
族
会
に
俺
b
盧
し
、
精
神
病
へ

の
差
別
、
偏
場
箏
な
く
な
る
よ
う

に
脳
う
。

,

・
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